
はだの議会だより 平成25年（2013 年）2月3日（日）第207号〘6〙

＜12月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議案等番号 議　　　案　　　等　　　名 議決結果
議案第 42 号 秦野市小規模水道及び小規模受水槽水道における安全で衛生的な飲料水の確保に関する条

例を制定することについて
原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 43 号 秦野市新型インフルエンザ等対策本部条例を制定することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 44 号 秦野市介護保険に係る指定地域密着型サービス事業に関する条例を制定することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 45 号 秦野市介護保険に係る指定地域密着型介護予防サービス事業に関する条例を制定することに

ついて
原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 46 号 秦野市道路条例を制定することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 47 号 秦野市水道事業水道技術管理者及び布設工事監督者に関する条例を制定することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 48 号 秦野市市税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 49 号 秦野市手数料条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 50 号 秦野市国民健康保険税条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 51 号 秦野市市営住宅管理条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 52 号 秦野市市街化調整区域において許可する開発行為等を定める条例の一部を改正することにつ

いて
原 案 可 決

（賛成多数）
議案第 53 号 秦野市都市公園条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 54 号 秦野市下水道条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

 （賛成全員）
議案第 55 号 秦野市準用河川の占用料に関する条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 56 号 秦野市公共下水道使用料徴収条例の一部を改正することについて 原 案 可 決

（賛成多数）
議案第 57 号 専決処分の承認について（衆議院議員総選挙などに伴う予算措置） 承 認

（賛成全員）
議案第 58 号 平成24年度秦野市一般会計補正予算（第３号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 59 号 平成24年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 60 号 平成24年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 61 号 平成24年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 62 号 平成24年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
議案第 63 号 平成24年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 原 案 可 決

（賛成全員）
報告第 21 号 専決処分の報告について（交通事故に伴う損害賠償） 報 告
報告第 22 号 専決処分の報告について（秦野市暴力団排除条例の一部改正） 報 告
議 提 議 案
第 ４ 号 簡素で効率的な組織執行体制の実現を求める決議について 原 案 可 決

（賛成多数）
委員会 提出
議 案 第４号 介護職員処遇改善加算の継続を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成多数）
委員会 提出
議 案 第５号

安全・安心の医療・介護実現のため医師・看護師等の大幅増と労働環境の改善を求める意見書
の提出について

原 案 可 決
（賛成多数）

委員会 提出 
議 案 第６号 社会福祉関係の県単独補助制度の継続を求める意見書の提出について 原 案 可 決

（賛成全員）

議会を傍聴してみませんか！
　議会では、秦野市をより暮らしやすいまちとするため、さまざ
まな議論が行われています。
　本会議当日、本庁舎５階の傍聴席入り口で、住所・氏名を記入
するだけでどなたでも傍聴することができます。
　なお、委員会を傍聴される方は、当日４階議会事務局にお越し
ください。

………３月定例会日程………
	2月22日（金）	 午 前 ９ 時	 本会議（開会・施政方針・提案説明）
	 26日（火）	 〃	 本会議（代表質問）
			   ※請願・陳情提出期限（午後５時）
	 27日（水）	 〃	 本会議（代表質問）
	 28日（木）	 〃	 本会議（議案審議）
		  本会議終了後	 予算特別委員会（初委員会）
	3月 1 日（金）	 午 前 ９ 時	 本会議（一般質問）
	 4 日（月）	 〃	 本会議（一般質問）
	 5 日（火）	 午前９時30分	 常任委員会
	 6 日（水）	 〃	 常任委員会（予備日）
	 7 日（木）	 午 前 ９ 時	 予算特別委員会（総務分科会）
	 11日（月）	 〃	 予算特別委員会（文教福祉分科会）
	 12日（火）	 〃	 予算特別委員会（環境産業分科会）
	 13日（水）	 〃	 予算特別委員会（都市建設分科会）
	 14日（木）	 午前９時30分	 議会運営委員会
	 15日（金）	 午後1時30分	 議会活性化特別委員会
	 22日（金）	 午前９時30分	 予算特別委員会（座長報告・採決）
		  特別委員会閉会後	 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
※会議の日程および時刻は変更することがあります。
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◆次号の議会だより（５月上旬の日曜日発行予定）は、３月定例会および平成25年度予算の審議の概要などをお知らせします。

第1回　議会報告会　結果報告
　平成24年11月10日（土）秦野商工会議所に58人、11月14日（水）秦野市保健福祉セン
ターに56人の参加をいただき開催しました。議会報告会では、議会改革(議会基本条例
の制定・議員定数の削減・議会報告会開催の経過)について報告したほか、市民の皆さま
と質疑および意見交換を行いました。
※紙面の都合上、全内容を掲載出来ません。詳細につきましては、ホームページをご覧ください。

（1）報告会を何で知りましたか

アンケート調査結果（複数回答あり） アンケートに寄せられた主なご意見

質問　なぜ議会基本条例を作らなければならなかったのか。
回答　より市民から必要とされる議会となるために議会の憲法である議会基本条例を

策定しました。この議会報告会の開催や議員定数削減なども、この条例に基づいて行っています。
質問　議員定数を削減してしまうと、市民の声を聞いて市政に反映させるという議会の役割を果たせないのではないか。
回答　ご指摘の点も含め、あらゆる角度から議論をし、議会の共通認識をもてる数として２名の削減に至りましたが、今後もさらなる

議員の資質向上に努めるとともに、議会基本条例を積極的に推進していきます。

議会報告会での主な質疑

参加者数　114人　　　回答者数　71人　　　回答率62.3％
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広報はだの

秦野市のホームページ

新聞等の報道

公共施設の掲示板

街頭での広報活動

自治会の回覧板

その他

（2）開催時刻・曜日は
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他の曜日が良い

無回答

（3）開催時間は
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短かった

長かった

ちょうどよい

無回答

（4）内容、説明は
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よかった

ふつう

悪かった

無回答

・議員を身近に感じることができてよかった。
・第１回目としては合格点。今後も継続して開催してほしい。
・意見も活発で意義のある議会報告会だった。
・市民からの質問に無難な答えが多かった。
・議会報告会の時間が１時間30分では短いので、２時間くらいにしてほしい。
・平日の開始時間を午後７時からではなく７時30分からにしてほしい。
・議会報告会の中で議員間討議を行ってほしい。
・質問に対して、回答する議員を指名できるようにしてほしい。
・プロジェクターなどを使用して報告するとさらに理解しやすい。
・報告テーマを幅広く扱ってほしい。
・報告テーマを定例会で検討した内容に沿ったものにしてほしい。
・若い世代の市民が興味を持てる内容にしてほしい。
・若い人がたくさん住みたくなるような工夫をしてほしい。
・行政の機能が強く、議会が政策形成の過程に参画する仕組みがほとんどない。
・市民の声を基に、市長の政策が市民に役立つかどうか監視してほしい。
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